
企業技術戦略研究シリーズ 第11回 インテル ││ INTERNET magazine ││ 2006 ││ 01 ││ 81

第 11 回

企業技術
戦略研究
シリーズ

現在、ワイヤレス・ブロードバンド技

術が世界的に注目を集めている。どの

技術が採用され、周波数帯域はどうな

るかなど、議論が活発だ。インテルで

は、特にIEEE 802.16eのWiMAX

にコミットした動きを始めているが、

その現状と同社の戦略、展望について、

インテル ワイヤレス・ブロードバンド

技術セミナー2005「ワイヤレス・ブ

ロードバンドが創る未来」のために来

日したシアバッシュ・アラモウチ氏に

お話を伺った。同氏は、インテルのブ

ロードバンド・ワイヤレス事業部CTO

であり、「アラモウチ・コード」の発明

者として有名だ。

インテル
●シアバッシュ・アラモウチ

インテル コーポレーション
ブロードバンド・ワイヤレス事業本部

最高技術責任者

■インタビュアー 井芹 昌信 本誌編集長
本文：柏木 恵子
写真撮影：渡 徳博
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■ アラモウチさんといえば「アラモウ

チ・コード」（電波伝送のダイバーシティー

効果を高度化する技術）が有名ですが、

インテルに入社する前はどのような研究

をされていたのでしょうか。

●私は、もともと研究者ではありません。

インテルに入る前は無線製品の開発部門

などに所属していました。アラモウチ・

コードも、AT&Tで製品開発していたと

きに生まれたものです。コードは、

OFDMを採用した最初の商用システム

である「ANGEL」という名称の、ローカル

ループ（加入者宅と電話局を接続する電

話回線）を置き換えるシステムで採用さ

れました。

私自身は研究者ではありませんが、常

日頃より研究は重要と考えて所属した企

業の研究者たちとは緊密な連携をもって

作業を行っていました。そういう意味で、

私の業績は研究者のアイデアを製品開発

につなげたことであり、アラモウチ・コー

ドはその1つでしょう。アラモウチ・コー

ドは、発表してからすぐにワイドバンド

CDMA規格にも採用されました。研究

レベルではなく、製品に導入できるシン

プルなワイヤレス技術まで昇華されたも

のといえます。

■ 尊敬している研究者や、今までに影

響を受けたテクノロジーはありますか。

●すばらしい研究者はあまりにも多すぎ

て、名前を挙げるのは難しいです。日本

でも、OFDMやCDMA技術でワイヤレ

スの方向性を確立した研究者が多数い

ます。ワイヤレスの分野では多くの要素

や課題が存在しており、1つ2つを挙げ

るというのは難しいですね。

■ そしてインテルに入社されたわけです

ね。一番の動機は何だったのでしょうか。

●私のインテルでの役割は、WiMAX製

品を開発しているブロードバンド・ワイヤ

レス事業部のCTOです。無線関連の博

「WiMAXのワイヤレス・ブロードバンドで
ユビキタスを実現する」

士を取得した研究者を含む40名の部署

で、IEEE 802.16規格やWiMAXフォー

ラムへの参加、先端技術やエンド・

ツー・エンド・システムの技術開発などを

行っています。

インテルでは現在、加入者向けチップ

やPCカード、インフラにフォーカスしてい

ます。というのも、Wi-Fi とは異なり、

WiMAXの場合は基地局と加入者向け

チップのエンジンがまったく別のものに

なるからです。その中で、いかにエンド側

のパフォーマンスを確保するかが課題で

あり、そこに重点的に取り組んでいます。

インテルに入る前は、ビバート（ViVa-

to）というWi-Fi関係の製品開発を行うベ

ンチャー企業にいました。ここでは、Wi-

Fi基地局で広域のモバイル接続を実現

しようとしたのですが、その中でWi-Fi

技術は広域ネットワーク（WAN）に拡張で

きる技術ではないと感じました。それま

での経験から、モバイルによるWANは

市場が望んでいるものであることを認識

していましたので、セントリーノを見たと

インテル社プロフィール

●本社　Intel Corporation

●所在地　米国カリフォルニア州サンタクララ

●設立年月 1968年

●創業者名　ロバート・ノイス、ゴードン・ムーア

●CEO ポール・オッテリーニ

●株式公開の有無　有（NASDAQ:INTC）
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●ウェブ　http://www.intel.com/

●事業内容

インターネットソリューションの提供ならびに関連事業の推進を行い、

パソコン向けマイクロプロセッサー「Pentium」などの製品を製造・販

売する。コンピュータ業界で不動の地位に位置する最大手の半導体

メーカー。

●日本法人　インテル株式会社
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●共同社長　吉田 和正、グレッグ・ピアーソン

●株式公開の有無　無

●社員数　約510名（2004年12月末現在）

●ウェブ　http://www.intel.co.jp/

●今後の事業戦略

無線ブロードバンド技術「WiMAX」開発の中心に位置するインテルは、

2006年に韓国でWiMAXによるモバイル接続の導入に協力するな

ど、新しいワイヤレス通信標準の策定を支援。IEEE 802.11、

WiMAX、ワイヤレスUSBといった無線技術の標準化に取り組むと同

時に、モバイル端末向けに発熱や消費電力を課題としつつ、WiMAX対

応チップセットを主力に製品開発・展開をしていく。
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き、ブロードバンド・モバイルWANを普

及できるのはインテルだと思ったのです。

中距離無線の標準WiMAX
というインテルの基本方針

■中距離のMAN（メトロポリタンエリア

ネットワーク）の技術にはいくつかありま

すが、インテルはWiMAXを最重要課題

と考えているのでしょうか。

●そのとおりです。インテルは、PC向け

のプロセッサー開発やソリューション開

発を行っています。現在、コンピュータと

通信の融合が求められていますが、その

架け橋となる技術の1つがプロセッサー

です。ただし、プロセッサーは異なる複

数のアプリケーションを稼働させるため

のソリューションの 1つに過ぎません。

実際は、そのアプリケーションを使用し

てインターネットに接続する必要がありま

す。そこで登場するのが、Wi-Fiです。

しかし、Wi-Fiは短距離におけるイン

ターネット接続を実現するための技術で、

MANを実現するには不十分です。そし

てユーザーは、短距離、長距離に関係な

くどこからでもインターネットに接続した

いのであって、接続方法を考えて利用し

てはくれません。つまり、MANやWAN

というのはユーザーにとって透過的でな

ければならず、当然インテルにとってもそ

うです。そして、それを実現するのが

WiMAXであり、MANを視野に、PCか

らのMAN接続などに取り組むインテル

の考え方に賛同しています。

■WiMAXは、インターネットプロトコルを

スタンダードにしたものになるのですか。

●はい。オールIPネットワークとなります。

■WiMAXフォーラムもインテルも、同様

の戦略ですか。

● 当然そうです。Wi-Fiアライアンスは

IEEE 802.11の規格に準拠した製品を認

定する機関ですが、それと同様に

WiMAXフォーラムがIEEE 802.16に準

拠した製品を認定する機関として機能し

ています。インテルは規格に準拠した製

品を開発していますし、標準化は重要な

要素と考えています。独自規格では市場

に受け入れられないというのがインテル

の考えで、どの分野においても標準化に

取り組んでいます。

■ IEEE 802.16eの標準化は12月と聞い

ていますが、間に合いそうですか。

●はい。予定通りですよ（笑）。

■ 16eが出てくると無線IPが現実的にな

りますが、日本では携帯電話の技術が進

んでいて3.5Gや4Gというものが話題に

上っています。この2つはどのような関係

になるとお考えですか。

● いい質問ですね。たしかに、3Gや

3.5Gはモバイル・ブロードバンド・イン

ターネットを実現する技術として考えられ

るかもしれませんが、規格が標準化され

た1990年代ではモバイル・ブロードバン

ド・インターネットという概念はなかった

と思います。3G開発の目的はダイアル

アップ接続の54kbps以上を出すことで、

技術的には音声にデータをオーバーレイ

させるというものでした。

しかし、幸か不幸か3Gが標準化され

たときには、有線によるブロードバンド

ネットワークが主流となっていました。家

庭や企業では、メガビット級のインター

ネット接続が可能になり、インターネット

の利用モデルが大きく変わりました。3G

などのワイヤレス技術は、メールやショー

トメッセージなど特定のアプリケーション

には適していますが、真のモバイルブ
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ロードバンドとしては十分ではないで

しょう。

私がユーザーとしてモバイルブロード

バンドを考えた場合、通信技術は何かで

はなく、インターネットとの接続性やアプ

リケーションの利便性がどうかを重視す

るでしょう。これは、DSL技術などの体

験からくる感覚です。有線では何十

Mpbsという通信速度を提供しています

が、ワイヤレス技術の第 1 世代では

1Mbps の 10 分の 1 以下、EVDO や

HSUPA（ High-Speed Uplink Packet

Access）などの次世代ワイヤレス技術は

メガビット級ではありますが、1桁です。

そこでインテルは、プロセッサーにど

のワイヤレスエンジンを入れるかを決定

する過程で、3Gや3.5Gのスピードではな

く有線レベルの速度を実現できるワイヤ

レス技術が必要だと考えました。そして、

他の企業とともに数十Mbps級のワイヤ

レス技術を研究し始めたのです。

■ 携帯の最新技術として4Gということ

がいわれ始めています。WiMAXが4G

になるのではないかと考える向きもあり

ますが、いかがですか。

● 3Gと4Gの定義は難しいところです

が、事業者にとってはまだ3Gを導入して

いないところもあり、3Gへの何十億ドル

の投資をしているところにとって、まだ

4Gは考えられないでしょう。WiMAXは

3Gの次のステップなので、それを4Gと

考える人がいてもおかしくありません。

WiMAXの機能が向上すれ
ば消費電力が課題に

■WiMAXのチップが出荷されるのはい

つ頃ですか。

●WiMAXのチップを市場に投入するに

は、まずはネットワークが整っていなけれ

ドも考えています。通信速度は72Mbps

ですが、これは理論値です。IEEE

802.11a/gの通信速度は54Mbpsとなって

いますが、実際には20Mbps前後ですよ

ね。それと同様に考えてください。

世界的な無線ブロードバン
ドは周波数帯域の確保が当
面の問題

■ WiMAXのグローバルな展開はどの

ようになっていますか。

●2006年初頭には、WiMAXによるモバ

イル接続の第一弾として、韓国で導入を

行います。KTネットワーク上でレイアウ

トしていきます。そこで技術的な課題な

どを見極めながら、さらにWiMAXを完

成に導ければと思います。このネット

ワークは、802.16e認定前のネットワーク

となりますが、技術的にはこれが正しい

流れだと思います。世界的に技術が収束

していくのが2008年あたりであり、その

前段階として初期のネットワークが実現

されるのが2006年ということでしょう。

■ 韓国が最初というのは、WiBro（ワイ

ブロ）という取り組みがあるからですか。

●韓国は日本と同様、ブロードバンドの

普及率が非常に高い国です。同時に、周

波数帯の規制の問題について早急な対

応を国家レベルで行い、2.3GHz 帯で

90MHzの帯域を認定しました。

WiBroはサービス名で、そこで使用さ

れている技術がWiMAXです。現在、韓

国の標準化団体TTAによる認定を行っ

ていますが、KTではそれを超えて、グ

ローバルスタンダードを活用してスケール

メリットを出そうとしています。そうした

背景から、韓国ではキャリアと機器ベン

ダーが一体となって活動しており、それ

が韓国での導入につながりました。

ばなりません。使えるネットワークのない

機能を搭載しても意味がありませんか

ら。インテルでは、ワイヤレスWANユー

ザーの規模が十分に大きくなるのは、

2007年から2008年頃と考えています。

ですから、セントリーノのターゲットは

2008年頃となるでしょう。そこまでの過

程として、市場には 20 0 6 年ごろに

WiMAXのPCカード製品が、2007年に

は内蔵製品が出てくると予想しています。

■ インテルのCPU戦略にはいつもロー

ドマップがありますが、WiMAXのロー

ドマップはありますか。

● CPUの市場は我々に主導権があるの

でロードマップを発表できるのですが、

この件についてはネットワークの整備が

どこまで進んだかが大きくかかわってき

ますので、おそらく、WiMAX対応のセ

ントリーノを大規模に市場投入するのは

2007年頃になるでしょう。それ以降の導

入や普及については、通信事業者の要求

事項で変化すると思います。

■チップ化するにあたっての、技術的な

課題はどのようなものですか。

●モバイルブロードバンドをノートPCに

導入するという観点から、発熱と消費電

力は大きな課題となります。現在は2×2

MIMO（出力 2 素子、入力 2 素子の

MIMO）システムを使用していますが、第

1世代のWiMAXはWi-Fiと同程度の消

費電力なのでさしあたりは問題ありませ

ん。今後、シリコン技術が進んでWiMAX

の機能が向上してマルチチップやマルチ

ラジオといった技術が搭載されたときに、

パワーの問題が出てくるでしょう。

■ 2×2 MIMOとは、PCカードの場合

ですね。

●そうです。その後、PDAやハンドヘル
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■日本の状況はどうでしょう。

●日本での課題も周波数帯の規制の問

題です。いくつかのキャリアがWiMAX

に興味を示していますが、まだ周波数帯

が確保できていません。ただ、総務省で

もモバイルネットワークのために2.5GHz

帯70MHzを開放しようという動きがある

ので、その一部あるいは全部がWiMAX

に割り当てられれば、日本でもWiMAX

を導入できるようになると思います。

■我々も、2.5GHz帯がWiMAXに開放

されるという噂は聞いています。

●そうなれば嬉しいです。

■韓国では2.3GHz帯は日本では2.5GHz

帯となると、互換性はどうなりますか。

●周波数に関するチップ（RFチップ）は

他社が製造しています。インテルでは、

それらを自由に採用できるので、周波数

の違いによる問題はありません。ちなみ

に、米国でも2.5GHz帯は、スプリントと

ネクステルがそのほとんどを所有してい

ます。

■割り当てられた70MHzの帯域幅内に

他の技術で利用されている部分がある

場合、WiMAXはどう対応するのでしょ

うか。

●非常に複雑な問題です。どのような技

術が使われているかによりますね。その

技術との明確な調整が必要になります。

その調整を、総務省がいま行っているの

でしょう。WiMAXが帯域幅をすべて利

用できるのが理想ですが、混在するので

あればある程度のガードバンドが必要に

なるでしょう。

■世界的に互換性のある周波数帯域を

確保するとなると、難しそうですね。

●もちろん、各国で割り当てられる帯域

幅は連続的になるはずですが、モバイル

ブロードバンドとして許可される技術が

何かという点が問題です。

ワイヤレス・ブロードバンド
の完成でユビキタスが実現
する

■日本でのパートナーについて教えてく

ださい。

● まだ発表できませんが、さまざまな

キャリアとともに取り組んでいます。

WiMAXを採用すると最終段階の決定を

下したところはありませんが、日本の企

業もWiMAXフォーラムで積極的に参加

しています。例えば、KDDIはとても周

波数帯政策などでWiMAXをサポートし

ているキャリアの1つです。京セラもそ

うです。

■WiMAXが現実のものになったとき、

消費者はどのような恩恵を受けるので

しょうか。

●もちろん、恩恵がなければ取り組んで

いません（笑）。ユーザーは、どこからで

もIPでアクセスできるようになります。

今あるWi-Fiでは、空港やホットスポット

でそれぞれ別企業が運営していて、接続

する度に課金されます。それが、ユビキ

タス環境でどこにいても安心してIPネッ

トワーク接続できるようになります。家庭

のインターネットがダイアルアップからブ

ロードバンドへと移行して感じたのと同

様の便利さを感じるでしょう。

■では最後に、アラモウチさんの夢は何

でしょうか。

● WiMAXが成功した暁には、頭の中

に描いている次世代ワイヤレスの研究を

したいですね。現在は標準化や会議な

どで時間をとられてしまって。もっとも、

そのころには年を取りすぎて、頭が働か

なくなっているかもしれませんが（笑）。

■ありがとうございました。
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